
2020 年度 地域連携活動報告書 
 

 

連携先名称：長野県長和町 

協定締結日：平成 20 年 11 月 25 日 

活動状況：継続中 

連携先窓口：長野県 長和町 産業振興課 農政係 係長 高井 正之様 

活動資金：大学予算 

     ※長和町補助金未使用 

担当教員（所属）：菅沼圭輔（食料環境経済学科） 

活動体制（単位）：学科 

関連教員（所属）：菊島 良介 助教（食料環境経済学科）、中窪 啓介 助教（食

料環境経済学科） 

活動目的： 

新型コロナ感染症禍におけるアクティブ・ラーニングの教育プログラムとし

てのポイントがどこにあるのか再検討し、ヒトとヒトをつなげ、結ぶ関係の中身

を理論と実践の両方から学生に教え、学んでもらうことにあると考えて、持続可

能な学習と実践のあり方を模索した。 

活動内容・成果： 

１、リモートでの毎週の勉強会 

２、リモートでの長和町との勉強会 

勉強会は 24 回開催され、長和町（現地指導員、役場、立岩名誉教授など）と

のリモートでの勉強会もその内、前期 1 回、後期 2 回の 3 回行われた。 

３、12 月のリモートでの年度活動報告会 

長和町の方々（同上）、学科の先生方にリモートで参加いただき、今年度の活

動について報告会を行った。 

４、秋のマルシェに参画 

本年度は収穫祭が中止となり、実践の場が全くなくなることが危ぶまれたが、

他団体と協力し、世田谷代田の農大アンテナショップでトマト班やキヌア PR 班

などが協力し、マルシェを開催した。長和町の特産品や「長和のトマト」などを

販売した（ほとんどの商品が完売）。注文の交渉などを通して長和町の方々とリ

モートで関係をつなぎ、結ぶ活動となった。また 1 年生は商品の POP づくりな



どを行った。 

５、ふるさと CM 大賞応募 

 ふるさと CM 大賞の応募に際し、長和町で撮影が行えないなか、中止にな

るかと思われたが、学生たちはアイデアを出し合い、現地に行かなくてもいい脚

本を書き上げた。長和町と東京の 2 箇所で撮影し、それを「レッツ！長和かる

た」という作品として完成させた。 

６、キヌア洗浄水を使った石鹸の試作 

キヌア化粧品班はキヌアの新しい商品開発を進めるため、長和雑穀研究会に

キヌア洗浄水をご提供いただき、洗浄水を使った石鹸の試作を行った。 

７、グリーンツーリズムの先行研究の整理 

グリーンツーリズム班は、全国農協観光協会とのコラボにより、ツーリズムの

プランニングを完成させていたが、本年度は実習中止に伴い、ツーリズムも行わ

れなかった。代わりに観光、グリーンツーリズムに関する先行研究の論文を整理

し、勉強会で報告した。 

８、新型コロナ感染症禍のなかでの実習を考える 

 新型コロナ感染症禍において、どのような活動を行っていけばいいのか、

様々なアイデアを出し合い、次年度以降の活動、実習につなげる提言を行った。 

 

課題・改善点： 

コロナ感染症対策を十分に立てて現地実習の再開を検討する。 

限られた実習機会を効果的に活かすため、テーマ別に班編成を行い、現地と協

議の上年度計画・中期計画を立てて地域貢献の具体的成果を提供できる体制を

構築する。 
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地
域
活
性
化
の
鍵

私
た
ち
山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
実
習
を
通
し
て
感
じ
た
事
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
“
地
域
再
生
・
活
性
化
の
鍵カ

ギ

”

を
探
っ
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告

Ｎｏ.100Ｎｏ.100のうだい日記のうだい日記
〜山村再生プロジェクト〜〜山村再生プロジェクト〜

三
寒
四
温
の
言
葉
ど
お

り
、
冬
が
行
き
戻
り

し
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
東

京
都
内
は
日
に
日
に
春
の

訪
れ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

令
和
二
年
度
の
山
村
再
生

プ
ロ
ジ
ェク
ト
は「
長
和
町
の

魅
力
を
町
内
外
へ
発
信
し
て

い
く
こ
と
」
を
目
標
と
し
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
令
和
二
年
度
の
現
地
実
習

は
す
べ
て
中
止
と
な
り
、
山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェク

ト
の
活
動
は
大
学
構
内
で
の
活
動
に
な
り
ま
し

た
。
厳
し
い
状
況
下
で
あ
り
ま
し
た
が
、
様
々

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
集
大
成
と
し
て
、
昨
年
12
月
11
日
に
プ

ロ
ジ
ェク
ト
の
年
度
活
動
報
告
会
を
、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
ツ
ー
ル
Ｚｏｏｍ
を
使
用
し
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
を
役
場
担
当
職
員
、

現
地
指
導
員
、
大
学
の
諸
先
生
に
ご
報
告
す
る

と
と
も
に
、
事
態
の
鎮
静
化
を
条
件
に
、
来
年

度
以
降
の
実
習
再
開
へ
向
け
た
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
感
染
症
の
拡
大
が
止
ま
ら
な
い
現
状
で

実
習
再
開
は
難
し
い
で
す
が
、
今
後
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
取
り
巻
く
環
境
が
落
ち
着
き
、
実

習
再
開
を
見
込
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
い

つ
つ
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
く

所
存
で
す
。

　

今
年
度
の
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

先
生
た
ち
の
一
言

　

大
寒
を
過
ぎ
、
寒
さ
の
中
に
少
し
ず
つ
春

の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃
と
な
り
ま
し

た
。
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
は
は

か
り
知
れ
ず
、
町
の
皆
様
も
緊
張
の
日
々
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
か
と
存
じ
ま
す
。
学
生
た

ち
は
今
、新
年
度
の
山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェク
ト

の
計
画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ

町
を
訪
問
し
た
こ
と
の
な
い
一
年
生
含
め
、

現
在
の
状
況
が
落
ち
着
き
ま
し
た
ら
、安
全

安
心
を
大
前
提
に
ま
た
、
長
和
町
を
訪
問

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
日
が
早
く
来
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

食
料
環
境
経
済
学
科　
　

増ま
す
だ田　

敬け
い
す
け祐

　

今
年
度
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
つ
な
が
り
」
を
意

識
し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
7
月
と
10
月
、
11
月
の
合
計
3
回
、
町

の
現
地
指
導
員
、
役
場
担
当
職
員
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
Ｚｏｏｍ
を
使
用
し
た
現
地
交
流
会
を

実
施
し
、
町
内
で
の
感
染
症
の
状
態
や
観
光
業

へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
例
年
通
り
で
あ
れ
ば
、
各
生
産
者
様
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
長
和
町
の
特
産
品
や
加

工
品
を
大
学
の
学
園
祭
（
収
穫
祭
）
で
販
売
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
世
田
谷
区
代だ

い
た田

に
あ
る
農
大
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
、
販
売
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
のI

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

nstagram

等
の
Ｓエ

ス
エ
ヌ
エ
ス

Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
発
信

し
、
感
染
症
の
対
策
を
十
分
に
施
し
な
が
ら
の

活
動
で
し
た
。
買
い
物
客
の
中
に
は
毎
年
、
収

穫
祭
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
長
和
町
の
特
産
品

や
加
工
品
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
と
い
う
方
も
見
え

ら
れ
、
非
常
に
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
本
年
度
の
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く
御

礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

落
ち
着
き
、
町
民
の
方
々
と
再
会
で
き
る
日
を

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
生
委
員

会
は
、
令
和
二
年
度
入
学
の
一
年
生
を
含
め
60

名
ほ
ど
の
団
体
で
す
。
今
年
一
年
間
は
現
場
に

行
け
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
の
で
、
気
持
ち

を
切
り
替
え
、
大
学
で
長
和
町
の
こ
と
を
調
べ

学
び
、
活
動
を
振
り
返
る
機
会
と
い
た
し
ま
し

た
。
長
和
町
の
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
町
に

行
き
た
い
と
思
い
を
寄
せ
る
学
生
が
多
く
い
ま

す
。
安
心
安
全
の
下
で
長
和
町
に
伺
え
る
日
を

学
生
一
同
願
って
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
広
報
な
が
わ
の
「
の
う
だ
い
日
記
」
は

今
回
が
１
０
０
回
目
の
掲
載
で
す
。
１
５
０
回
、

２
０
０
回
と
続
い
て
い
き
ま
す
よ
う
、
今
後
と

も
更
な
る
ご
支
援
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

◆
今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー

　
　

食
料
環
境
経
済
学
科
３
年

　
　
　

野の
が
み上 

翔し
ょ
う
た太

【お問い合わせ先】　山村再生プロジェクト事務局（産業振興課 農政係）　☎７５−２０８２

活動報告会で報告をする野上くん

【作品の紹介について】
　「アートでまちづくり」のページでは、令和元年度の活動で女子美術大学の学生が、長和町に伝わる民話をテー
マに制作した作品を紹介していきます。

　「長和町　民話グッズ」
　今回ご紹介する作品は、長和町に伝わる民話に登場す
るキャラクターをイラストとして表現し、クリアファイ
ルやポストカード、ぬりえにデザインした作品です。
　この作品は、民話の雰囲気を味わうことができるよう
なデザインになっており、現代風に寄せつつも、レトロ
感のあるものとなっています。
　また、デザインの中には、題材となった民話の本文や
要約文を載せているので、物語を読んだことがなくても
民話の概要を知ることができます。
　民話のキャラクターを擬

ぎ じ ん か

人化（※）することにより、
幅広い世代の人気を獲得し、物語の内容を知らなくても、
作品を手に取って頂き、民話を知るきっかけになればと
思い制作しました。
　
（※）人間以外のものを人物として、人間の特徴などを与
える例えのこと。

「アートをテーマとした構想事業」「アートをテーマとした構想事業」

　ホームページではさらに詳しい内容をご覧いただけます。ホームページではさらに詳しい内容をご覧いただけます。http://www.art-nagawa.jp

【お問い合わせ先】　　　企画財政課　まち・ひと・しごと創生係　　☎７５−２０６７

アートでまちづくりアートでまちづくり
〜女子美術大学と連携した取り組み〜〜女子美術大学と連携した取り組み〜

Vol．11Vol．11

【民話クリアファイルの配布】
　女子美術大学との連携事業では、令和元年度から２年度にかけて、長和町に伝わる民話をイラストなどで
表現し、子どもたちや若い世代を中心とした多くの皆さんに、民話を知ってもらうことを目標とした活動を
行いました。
　その活動の一環として、今回ご紹介した作品のうち、「民話クリアファイル」を長門小学校、和田小学校の
児童、依田窪南部中学校の生徒に配布をしました。

作者： 平
ひらはら

原　滉
ひ ろ ね

音さん
（アート・デザイン表現学科

　メディア表現領域４年）

【作者から皆さまへ】　
　長和町の民話がイラストを通して、みなさんの印象に残る
よう、和風の雰囲気にしたり、どんな物語か見て分かるよう
に工夫しました。とても良い経験になりました。
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民話クリアファイルの表裏

↑ポストカード
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